
県
本
部
保
育
部
会
は
８
年

目
と
な
る
「
市
町
保
育
担
当

課
訪
問
」
を
７
月

30日
～
８

月
１
日
に
東
・
中
・
南
予
で

実
施
し
、
担
当
課
よ
り
次
の

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

（
コ
メ
ン
ト
要
約
・
抜
粋
）

《
保
育
無
償
化
》

◇
無
償
化
は
、
保
護
者
に
と
っ

て
良
い
こ
と
。
市
で
も
関
連

条
例
・
法
令
を
整
備
対
応
中
。

保
育
士
が
足
り
な
い
中
、
無

償
化
に
よ
り
現
場
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
か
不
安
が
あ
る
。

10月
実
施
と
い
う
の
は
拙
速
、

時
期
を
ず
ら
す
な
ど
す
れ
ば

よ
り
丁
寧
な
対
応
が
で
き
た

と
思
う
。
◇
給
食
費
の
実
費

徴
収
は
、
国
の
指
針
に
基
づ

き
月
４
５
０
０
円
を
予
定
。

喫
食
数
に
応
じ
て
の
徴
収
も

検
討
。
事
務
の
負
担
増
を
懸

念
。
食
育
も
大
事
に
し
て
い

る
の
で
給
食
の
質
を
下
げ
な

い
よ
う
に
し
た
い
。
◇
私
立

保
育
園
か
ら
も
「
給
食
費
の

無
償
化
」
要
望
が
あ
り
、
市

と
し
て
「
子
育
て
・
食
育
」

な
ど
の
観
点
か
ら
、
独
自
補

助
を
検
討
し
た
が
残
念
な
が

ら
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。

《
人
員
・
時
間
管
理
》

◇
保
育
士
不
足
が
深
刻
化
、

正
規
の
応
募
が
少
な
い
。
現

場
は
限
ら
れ
た
人
数
・
予
算

で
頑
張
っ
て
い
る
。
「
人
」

が
一
番
大
事
、
保
育
・
保
育

士
の
質
向
上
を
進
め
て
い
き

た
い
。
◇
再
就
職
支
援
や
潜

在
保
育
士
の
掘
り
起
こ
し
も

喫
緊
の
課
題
。
◇
管
理
職
に

職
員
の
勤
務
時
間
の
把
握
を

周
知
徹
底
し
た
。
◇

36協
定

の
締
結
は
必
要
と
認
識
し
進

め
て
い
る
。
◇
保
育
職
場
で

全
職
員
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
。
「
時
間
外
の
仕
事
が
多

い
（
持
ち
帰
り
含
む
）
」
が

一
番
多
か
っ
た
た
め
、
時
間

外
に
絞
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

再
度
実
施
の
予
定
。
実
態
調

査
と
並
行
し
保
育
所
の
全
て

の
職
員
と
面
談
し
、
改
善
策

に
つ
い
て
意
見
を
集
め
た
い
。

《
業
務
負
担
軽
減
》

◇
保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減

に
向
け
、
勤
務
時
間
内
に
書

類
作
成
の
時
間
を
設
け
る
こ

と
や
書
類
の
簡
素
化
、
非
常

勤
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
実

施
。
◇
監
査
の
指
摘
で
負
担

軽
減
し
た
部
分
を
戻
す
こ
と

も
。
地
域
に
よ
っ
て
監
査
の

指
導
方
針
が
違
う
の
で
統
一

し
て
ほ
し
い
。
県
と
の
連
携

が
必
要
。
◇
保
育
職
場
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

し
、
保
育
士
の
負
担
軽
減
や

書
類
の
簡
素
化
を
行
っ
て
い

る
。
登
降
園
の
確
認
な
ど
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
情
報
共
有
し

て
お
り
、
今
後
の
活
用
方
法

な
ど
を
さ
ら
に
検
討
中
。

《
会
計
年
度
任
用
職
員
》

◇
人
事
課
に
対
し
早
く
制
度

設
計
を
と
伝
え
て
い
る
。
現

場
の
保
育
士
に
早
く
伝
え
な

い
と
不
安
も
あ
り
、
退
職
も

視
野
に
次
の
仕
事
を
探
し
て

い
る
人
も
い
る
。
◇
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
で

人
員
確
保
・
待
遇
改
善
に
つ

な
が
る
よ
う
に
し
た
い
。
と

く
に
保
育
士
は
人
が
足
り
て

い
な
い
。
他
市
町
の
様
子
も

見
て
い
く
。
正
規
保
育
士
も

計
画
的
に
採
用
し
て
い
く
。

■
今
回
の
職
場
状
況
・
改
善

要
望
を
、
８
／

23県
子
育
て

支
援
課
要
請
に
つ
な
げ
ま
す
。

■
市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

７
月

12日
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

日
和
の
梅
雨
の
晴
れ
間
に
、

恒
例
の
「
青
年
部
主
催
・
新

組
合
員
歓
迎
会
」
を
開
催
し

60人
（
う
ち
新
採

12人
）
が

参
加
。
今
年
は
青
年
部
幹
事

が
積
極
的
に
よ
び
か
け
た
こ

と
も
あ
り
、
前
年
３
倍
の
参

加
に
。
山
村
青
年
副
部
長
の

元
気
な
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま

り
、
「
楽
し
か
っ
た
、
ま

た
参
加
し
た
い
」
な
ど
の

声
も
あ
り
ま
し
た
。
若
者

を
中
心
に
職
種
を
超
え
て

楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

企
画
案
内
の
『
組
合
情
報
』

を
職
場
配
布
後
、
「
以
前

脱
退
し
た
が
再
加
入
し
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
に
参
加
し
た
い
」

と
組
合
へ
電
話
が
あ
り
、
加

入
・
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

事
前
準
備
・
当
日
進
行
の
青

年
部
幹
事
か
ら
「
次
に
企
画

す
る
イ
ベ
ン
ト
が
も
っ
と
楽

し
く
な
る
よ
う
に
し
た
い
」

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

■
７
月

23日
に
は
女
性
部
恒

例
『
牛
鬼
ま
つ
り
』
の
「
ゆ

か
た
着
付
け
」
を
実
施
し
、

家
族
含
め
８
人
が
参
加
。
み

な
さ
ん
『
う
わ
じ
ま
音
頭
踊

り
』
出
場
の
た
め
、
限
ら
れ

た
時
間
で
髪
の
セ
ッ
ト
と
着

付
け
を
分
担
し
て
行
い
ま
し

た
。
「
組
合
で
着
付
け
し
て

く
れ
る
と
聞
い
て
来
た
ら
綺

麗
に
し
て
も
ら
え
ま
し
た
」

と
感
謝
の
言
葉
も
あ
り
、
み

な
さ
ん
満
足
顔
で
出
か
け
ま

し
た
。
昨
年
は
豪
雨
災
害
で

「
ま
つ
り
」
が
中
止
に
な
っ

た
た
め
、
２
年
ぶ
り
の
「
ゆ

か
た
着
付
け
」
。
「
来
年
も

何
事
も
な
く
『
牛
鬼
ま
つ
り
』

が
あ
る
と
い
い
ね
」
と
話
し

あ
い
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
、
６
月

18日
か
ら
毎
年
恒
例
の
「
婦

人
部
年
代
別
懇
談
会
」
を
実

施
し
、
７
月

11日
ま
で
に
役

員
も
含
め
て
１
０
５
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
『
わ
た
し
、
定
時
で
帰
り

ま
す
。
』
が
放
映
さ
れ
て
い

る
時
期
だ
っ
た
の
で
話
題
と

な
り
、
「
残
業
問
題
」
を
切

り
口
と
し
て
、
単
な
る
制
度

改
革
で
は
な
く
「
働
く
人
々

の
意
識
改
革
」
＝
社
会
人
の

持
つ
べ
き
『
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
』
に
つ
い
て
描
か

れ
た
こ
の
ド
ラ
マ
は
「
何
の

た
め
に
働
く
の
か
？
」
「
自

分
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

「
仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
、
非
常
に
考
え
さ
せ
ら

れ
た
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
地
道
な
こ
の
懇
談

会
が
管
理
職
も
含
め
、
全
職

場
の
合
意
を
つ
く
り
出
し
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
の
チ
カ
ラ
と
な
る
よ
う
に

と
り
く
み
を
強
め
て
い
き
ま

す
。

■８／７（水）人事院は国会と内閣に対し、官民較差0.09％・387円にもとづく国家公務員の本俸

（月例給）引上げ、一時金（ボーナス）支給月数改善などの「勧告」を行いました。2014年度

（較差1,090円）、2015年度（較差1,469 円）、2016年度（較差708円）、2017年度（較差631円）、

2018年度（較差655円）に続き、本俸・一時金とも《６年連続の引上げ勧告》となりました。

１）官民較差（民間と公務員の給与較差）0.09％・387 円を埋めるため給料表水準を引上げ。

２）本 俸 …大卒初任給を1,500 円、高卒初任給を2,000 円引上げ。

30 歳台半ばまでの職員が在職する本俸を改定。《平均改定率0.1％》

３）一 時 金 … 民間4.51 月分・公務4.45 月分→ 0.05 月分引上げ、年間4.50 月分に改善。

〔今年度〕12 月勤勉手当が＋ 0.05 月〔来年度以降〕６月一時金と12 月一時金の支給月数を均等に。

《公務員人事管理に関する報告》の骨子（以下抜粋）

１）人材の確保…多様な有為の人材を確保するため、各府省等と連携しつつ、受験層に応じた施策を展開。

２）勤務時間等に関する取り組み…①本年４月から、超過勤務命令の上限等を設定。制度の運用状況を把握し、必要に応じて

各府省を指導。関係機関と連携しつつ、長時間労働の是正に関する取り組みを支援。

②仕事と家庭の両立支援制度の周知。不妊治療を受けやすい職場環境の醸成。

③心の健康づくりの推進。過労死等防止対策の推進。

３）非常勤職員の適切な処遇の確保…休暇について、民間の状況等を踏まえ、夏季休暇を新設。

（１） 第５１１号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１９年 ８月２０日

第 ５１１ 号

日 程

【８月】

23 県本部保育部会幹事会

県子育て支援課要請懇談

24 自治労連全国大会事前会

議（東京）

25 自治労連全国大会

（東京～27）

31 県本部青年部幹事会

【９月】

１ 非正規公共全県交流集会・

非正規公共評総会・県自治

体一般定期大会（今治）

７ 愛媛労連定期大会（コミ

セン）

14 県本部第１回拡大執行委

員会・単組代表者会議

中予総支部定期総会

東予総支部定期総会

21 県本部現業評幹事会

四国ブロック現業評世話

人会（松山）

29 県本部女性部幹事会

【10月】

12 県本部第３回拡大執行委

員会・単組代表者会議

17 自治労連全国野球大会

（松山～19）



伊
予
市
職
労
は
７
月
５
日

「
定
期
大
会
」
を
開
催
し

42

人
が
参
加
。
活
動
経
過
・
決

算
を
報
告
し
、
「
み
ん
な
の

組
合
で
あ
る
た
め
に
、
要
求
・

職
場
・
仲
間
づ
く
り
の
大
切

さ
を
確
認
し
、
組
合
員
が
一

致
団
結
し
安
心
し
て
働
け
る

職
場
づ
く
り
」
な
ど
運
動
方

針
を
提
案
。
討
論
を
う
け
て

松
本
新
書
記
長
が
「
若
い
世

代
の
積
極
的
参
加
、
組
合
活

動
は
一
丸
と
な
っ
て
、
み
ん

な
の
思
い
を
汲
ん
で
進
め
た

い
」
と
ま
と
め
を
行
い
、
す

べ
て
の
議
案
と
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
『
令
和
』
最
初
の
一

致
団
結
！
伊
予
市
職
労
、
頑

張
ろ
う
！
」
を
全
会
一
致
で

確
認
し
、
新
役
員
が
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
大
会
後
同
会

場
で
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

内
子
町
職
は
７
月
５
日

「
定
期
大
会
」
を
『
道
の
駅

か
ら
り
』
で
開
催
し

54人
が

参
加
。
懇
親
会
を
同
会
場
と

し
た
た
め
例
年
よ
り
多
い
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
２
年
間

務
め
た
竹
内
委
員
長
が
「
若

手
に
声
を
か
け
て
新
役
員
の

顔
ぶ
れ
が
若
く
な
っ
た
。
職

場
改
善
の
た
め
み
ん
な
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
あ
い

さ
つ
。
報
告
・
議
案
・
新
役

員
が
承
認
さ
れ
、
井
関
新
委

員
長
が
決
意
表
明
。
地
元
食

材
を
使
っ
た
『
か
ら
り
』
の

お
い
し
い
料
理
を
食
べ
な
が

ら
、
懇
親
会
で
交
流
し
ま
し

た
。久
万
高
原
町
職
は
７
月

24

日
「
定
期
総
会
」
を

52

人

（
委
任
状
含
む
）
で
開
催
。

和
田
委
員
長
（
愛
媛
県
市
町

村
共
済
組
合
・
職
員
側
代
表

理
事
）
が
「
市
町
村
職
員
共

済
組
合
か
ら
各
職
員
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
作
成
が
指

示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
各

職
員
の
判
断
で
行
う
も
の
。

共
済
組
合
と
対
応
を
相
談
す

る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
あ
い

さ
つ
。
経
過
報
告
、
活
動
方

針
・
予
算
提
案
の
後
、
討
論

で
「
上
司
か
ら
仕
事
の
オ
ン

オ
フ
を
意
識
し
て
…
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
業
務
が
多
す

ぎ
て
切
り
替
え
で
き
な
い
」

「
た
ま
っ
た
仕
事
を
土
日
出

勤
で
処
理
す
る
こ
と
も
あ
る

が
体
が
続
か
な
い
気
が
す
る
」

の
職
場
状
況
や
意
見
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。
役
員
改
選
で

は
和
田
委
員
長
の
再
任
が
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
和
田

委
員
長
は
「
こ
の
１
年
で
世

代
交
代
を
進
め
る
決
意
。
青

年
の
交
流
企
画
な
ど
の
意
見

も
あ
っ
た
の
で
、
活
性
化
に

つ
な
が
る
活
動
と
執
行
部
体

制
を
継
承
さ
せ
た
い
」
と
語

り
、
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
７
月
６

日
「
定
期
大
会
」
を
開
催
し

６
単
組

12人
が
参
加
。
力
石

青
年
部
長
が
「
青
年
部
は
楽

し
く
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
」

な
ど
あ
い
さ
つ
。
自
治
労
連

青
年
部
常
任
委
員
の
玉
川
貴

大
さ
ん
（
高
知
自
治
労
連
）

が
「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い

て
学
習
講
演
。
経
過
報
告
で

は
「
よ
さ
こ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
「
反
核
へ
ん
ろ
」
「
ド

キ
ジ
ャ
ム
」
「
県
自
治
研
青

年
講
座
」
「
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
」
な
ど
主
な
活
動
を
振
り

返
り
、
運
動
方
針
で
は
「
青

プ
ロ
四
国
の
成
功
」
「
青
年

部
未
確
立
単
組
の
組
織
化
」

な
ど
を
提
起
。
報
告
・
議
案
・

新
役
員
を
承
認
し
て
大
会
を

終
え
、
そ
の
後
交
流
会
で
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は

７
月

30日
「
定
期
大
会
」
を

開
催
し

88人
が
参
加
。
清
家

副
委
員
長
が
ド
ラ
マ
『
私
、

定
時
で
帰
り
ま
す
』
の
台
詞

を
引
用
し
「
み
ん
な
と
元
気

に
働
け
る
職
場
に
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
方
針

提
案
で
は
帆
谷
委
員
長
が

「
新
居
浜
市
は
他
市
と
比
較

し
て
も
職
員
数
と
な
っ
て
い

る
。
市
民
の
た
め
に
こ
の
先

も
業
務
遂
行
で
き
る
人
員
体

制
を
」
と
人
員
問
題
な
ど
６

項
目
の
方
針
を
提
起
。
婦
人

部
、
青
年
部
、
学
校
給
食
、

保
育
部
会
、
技
術
職
な
ど
か

ら
職
場
実
態
の
発
言
が
あ
り
、

帆
谷
委
員
長
が
「
職
場
の
声

を
聴
く
な
か
で
人
員
不
足
は

切
実
な
問
題
と
思
っ
て
い
る
。

交
渉
を
通
じ
改
善
を
め
ざ
し

た
い
」
と
答
弁
。
大
会
後
は

恒
例
の
『
お
楽
し
み
抽
選
会
』

を
行
い
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は
７
月

31日

「
定
期
総
会
」
を
開
催
し

61

人
が
参
加
。
山
内
委
員
長
は

「
こ
の
１
年
間
、
①
治
療
と

仕
事
の
両
立
支
援
、
②
労
働

時
間
管
理
と
人
員
確
保
、
③

時
間
外
勤
務
と
休
暇
取
得
を

要
求
の
３
本
柱
と
し
て
運
動

し
て
き
た
。
人
材
確
保
で
は
、

長
年
の
給
食
調
理
場
で
の
栄

養
士
不
在
校
へ
の
配
置
要
求

に
今
年
度
２
人
配
置
が
実
現
。

組
織
拡
大
も
今
年
度
採
用
職

員
の
７
割
加
入
が
で
き
た
」

と
活
動
経
過
を
報
告
。
方
針

提
案
で
は
「
運
動
の
継
続
性

を
高
め
る
た
め
１
年
交
代
の

役
員
体
制
の
見
直
し
と
来
年

度
は
新
採
加
入
率
１
０
０
％

を
目
標
に
、
体
制
と
活
動
を

つ
く
り
た
い
」
と
決
意
を
語

り
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
の

『
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
』
で
大

会
を
締
め
ま
し
た
。

■
６
月
か
ら
家
族
（
愛
犬
）

が
増
え
ま
し
た
。
朝
が
超
苦

手
で
小
２
に
な
っ
て
も
毎
朝

ギ
リ
ギ
リ
で
ド
タ
バ
タ
だ
っ

た
二
女
が
、
別
人
の
よ
う
に

早
起
き
し
て
散
歩
へ
行
く
姿

が
微
笑
ま
し
く
感
激
…
い
つ

ま
で
続
く
か
楽
し
み
で
す

（
笑
）

（
西
予
・
安
部
田
）

■
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

研
修
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
し
て
き
た
こ
と
が
正
し

か
っ
た
こ
と
、
非
効
率
だ
っ

た
こ
と
、
様
々
な
こ
と
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
有
益

で
し
た
。
な
に
よ
り
時
間
っ

て
、
健
康
に
並
ん
で
特
に
貴

重
な
も
の
で
す
ね
。

（
今
治
・
白
石
）

■
バ
ラ
の
花
が
好
き
で
た
く

さ
ん
植
え
て
ま
す
。
手
間
は

か
か
り
ま
す
が
、
手
間
を
か

け
た
分
、
答
え
て
く
れ
ま
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
今
年
の
梅
雨
は
な
か
な
か

明
け
ず
、
体
調
管
理
が
大
変

で
し
た
。
で
も
夏
は
ま
た
夏

で
大
変
で
す
ね
、
き
っ
と
。

（
新
居
浜
・
鎌
田
）

■
今
年
の
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
将

棋
大
会
参
加
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
予
選
落
ち
と
な
り

ま
し
た
。
例
年
参
加
者
が
少

な
く
同
じ
顔
ぶ
れ
ば
か
り
な

の
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
以
降
は
、
さ
ら
な
る
組

合
員
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

活
気
の
あ
る
大
会
に
し
て
行

け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
松
山
・
貝
崎
）

■
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
お
か
げ

で
同
僚
と
仲
良
く
な
れ
た
気

が
し
ま
す
！

（
西
予
・
井
上
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５１１号

２０１９年 ８月２０日

■
５
０
９
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ハ
イ
ク
コ
ウ
シ
エ
ン
」

（
俳
句
甲
子
園
）
で
し
た
。

正
解
は

12通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

鎌
田
真
実
（
新
居
浜
）

中
島
三
博
（
西
条
）

西
原
和
哉
（
今
治
）

貝
崎
美
都
志
（
松
山
）

安
部
田
雅
也
（
西
予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
９
月

27日
【
発

表
】
５
１
３
号
（

10月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①機動性に優れた力。

○○○○○○を活かす

④一般に働くこと。肉体○○○○

⑦○○○○⇔外股。柔道の技にも

⑧○○○○⇔冷遇

⑨車や船などに積むこと。

○○○○作業

【タテのカギ】

①女性や子どもの甲高い声

②軽くて運動に適した靴のこと

③人を集める。客○○パンダ

⑤○○○○⇔外海（そとうみ）

⑥男女○○○○に分かれてディベート

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

暮
ら
し
ぶ
り
や
心
も
ち
を
表
す
四
字
熟
語

に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


